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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デジタル写真画像データを読み込む読込手段と、
　該読込手段が読み込んだ前記デジタル写真画像データのデジタル写真画像をその上下方
向が表示画面の上下方向と一致するように前記表示画面に表示する一致表示手段と、
　該一致表示手段により前記表示画面に表示された前記デジタル写真画像をトリミングす
るトリミング手段と、
　該トリミング手段によりトリミングされた画像が横長画像であるとき該横長画像を前記
表示画面に全面表示する無変化全面表示手段と、
　前記トリミング手段によりトリミングされた画像が縦長画像であるとき左右いずれかに
９０°回転させてから前記表示画面に全面表示する回転全面表示手段と、
　前記表示画面に表示された前記デジタル写真画像を絵画調画像に変換処理する変換手段
と、
　を有し、
　前記変換手段は、前記デジタル写真画像データをスケッチ風の絵画調画像データに変換
する場合に、
　斜め左下がりに鉛筆を走らせた痕跡を表現する通常調変換手段と、
　斜め右下がりに鉛筆を走らせた痕跡を表現する逆調変換手段と、
　を有し、
　前記デジタル写真画像が前記一致表示手段、又は前記無変化全面表示手段により前記表
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示画面に表示されているとき前記通常調変換手段による変換を行い、
　前記デジタル写真画像が前記回転全面表示手段により前記表示画面に表示されていると
き前記逆調変換手段による変換を行う、
　ことを特徴とする画像変換処理装置。
【請求項２】
　前記痕跡は、色鉛筆を走らせた痕跡である、ことを特徴とする請求項１記載の画像変換
処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像変換処理装置に係わり、更に詳しくはデジタル写真画像をスケッチ風の
絵画調画像に変換して自然な感じで画面表示し又は印刷出力する画像変換処理装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　近年、デジタルカメラの普及により、デジタルデータで記録された写真画像を得ること
が一般的となっている。この場合、撮影された写真画像は、撮影したデジタルカメラの表
示面に表示して閲覧したり、デジタルカメラからデジタル画像データとして取り込んだパ
ーソナルコンピュータなどに表示して閲覧したりすることができる。
【０００３】
　また、現今では標準規格となっているピクトブリッジと呼ばれるソフトウエアを用いる
と、デジタルカメラとプリンタをＵＳＢケーブルで直接接続し、デジタルカメラで撮影し
た画像をパソコンを介さずにプリンタで印刷したり、又は専用機器を用いて画像を表示し
たり画像を加工したりすることができる。
【０００４】
　また、表示対象の写真を、特定の効果を与えることによって、人が書いたような絵画風
の画像（以下、絵画風画像という）に変換する機能を備えた表示装置が提案されている。
（例えば、特許文献１参照。）
【０００５】
　また、絵画調変換では、写真印刷装置において、ノイズ発生器により画像に絵画調効果
を付与して印刷するものや、実際の油絵に近い絵画調を表現するためにキャンバス加工処
理を行うもの、あるいは、絵画風の重厚感のある画像形成を行うべく、特殊加工したシー
トに輪郭強調データに基づいてゲル状塗料を塗布して凹凸を形成させるものなども提案さ
れている。（例えば、特許文献２、３、４参照。）
【０００６】
　このように、デジタルデータで記録された写真画像や加工後の画像は、パーソナルコン
ピュータを介して或いは直接にプリンタからプリントアウトして、従来同様のプリント写
真として容易に得ることができる。
【０００７】
　周知のプリンタ方式としては、電子写真方式、熱転写方式、インクジェット方式があり
、それぞれの長所・短所に基づいて使い分けされる。近年、フォトプリンタと呼ばれるデ
ジタル写真画像用の印刷に特化した印刷機器も出てきたが、印刷方式としては上記いずれ
かを採用している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００４－２１３５９８号公報
【特許文献２】特開平１０－３４１４０３号公報
【特許文献３】特開平０８－０３６６３６号公報
【特許文献４】特許第３９６７０２２号
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　ところで、上記のようにプリンタで通常の写真画像を印刷する場合は問題ない。ところ
が上述した絵画調変換したような画像を普通に印刷すると、基本的に光沢度の高いカレン
ダー状印刷になってしまう。これは特にフォトプリンタでは顕著である。
【００１０】
　絵画調に変換処理した画像は、印刷では光沢度は寧ろ無いほうが望ましいにも拘わらず
、上記のように折角絵画調に変換処理したものを印刷物としたときに光沢があったのでは
、違和感があって不満が残るという問題があった。
【００１１】
　また、上記の特許文献２では、感熱式ビデオプリンタでノイズを付与して絵画調シール
プリントを得るものがあるが、高精細写真画像を画像変換した画像を忠実に印刷再現する
ようには意図されていない。
【００１２】
　また、上記の特許文献３では、写真から絵画調画像を生成する処理方法を開示している
が加工方法が複雑で、上記の特許文献２と同様に、処理機器の表示画面で確認した画像を
忠実に印刷再現するようには意図されていない。
【００１３】
　本発明は、上記従来の課題を解決するものであって、デジタル写真をスケッチ風の絵画
調画像に変換して自然な感じで表示し又は印刷出力する画像変換処理装置を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記課題を解決するために、本発明の画像変換処理装置は、デジタル写真画像データを
読み込む読込手段と、該読込手段が読み込んだ上記デジタル写真画像データのデジタル写
真画像をその上下方向が表示画面の上下方向と一致するように上記表示画面に表示する一
致表示手段と、該一致表示手段により上記表示画面に表示された上記デジタル写真画像を
トリミングするトリミング手段と、該トリミング手段によりトリミングされた画像が横長
画像であるとき該横長画像を上記表示画面に全面表示する無変化全面表示手段と、上記ト
リミング手段によりトリミングされた画像が縦長画像であるとき左右いずれかに９０°回
転させてから上記表示画面に全面表示する回転全面表示手段と、上記表示画面に表示され
た上記デジタル写真画像を絵画調画像に変換処理する変換手段と、を有し、上記変換手段
は、上記デジタル写真画像データをスケッチ風の絵画調画像データに変換する場合に、斜
め左下がりに鉛筆を走らせた痕跡を表現する通常調変換手段と、斜め右下がりに鉛筆を走
らせた痕跡を表現する逆調変換手段と、を有し、上記デジタル写真画像が上記一致表示手
段、又は上記無変化全面表示手段により上記表示画面に表示されているとき上記通常調変
換手段による変換を行い、上記デジタル写真画像が上記回転全面表示手段により上記表示
画面に表示されているとき上記逆調変換手段による変換を行う、ように構成される。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明は、デジタル写真画像をスケッチ風の絵画調画像に変換して自然な感じで画面表
示し又は印刷出力する画像変換処理装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施例１に係る画像印刷装置の外観斜視図である。
【図２】実施例１に係る画像印刷装置の制御装置を含む回路ブロック図である。
【図３】実施例１に係る画像印刷装置においてデジタル写真をスケッチ風の絵画調画像に
変換する場合の通常調の変換と逆調の変換の２通りの処理結果を示す図である。
【図４】(a)はデジタル写真画像の一例を示す図、(b)は実施例１に係る画像印刷装置にお
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いて(a)のデジタル写真画像にスケッチ風の絵画調に変換処理をした後の変換画像を示す
図である。
【図５】(a)は実施例１に係る画像印刷装置において図４(a)の写真画像を取り込んで右半
分を切り取って残すようにトリミングした図、(b)はトリミング画像を右９０°回転させ
て表示画面に全面表示した図、(c)はトリミング画像を左９０°回転させて表示画面に全
面表示した図である。
【図６】(a)は実施例１に係る画像印刷装置において図５(c)の左９０°回転した全面表示
画像を通常調のスケッチ風絵画調画像に変換した結果を示す図、(b)は変換後に印刷出力
された画像を本来の上下と天地を合わせて見た図である。
【図７】(a)は実施例１に係る画像印刷装置において図５(c)の右９０°回転した全面表示
画像を逆調のスケッチ風絵画調画像に変換した結果を示す図、(b)は変換後に印刷出力さ
れた画像を本来の上下と天地を合わせて見た図である。
【図８】(a)は実施例１に係る画像印刷装置において図５(c)の左９０°回転した全面表示
画像を逆調のスケッチ風絵画調画像に変換した結果を示す図、(b)は変換後に印刷出力さ
れた画像を本来の上下と天地を合わせて見た図である。
【図９】実施例１に係る画像印刷装置の制御装置におけるデジタル写真画像をスケッチ風
絵画調画像に変換して表示又は印刷出力する処理を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施の形態について、詳細に説明する。
【実施例１】
【００１８】
　図１は、実施例１に係る画像変換処理装置としての画像表示印刷装置を示す外観斜視図
である。図１に示す画像表示印刷装置１は、住所録を作成するとともに葉書などの文面や
所望の文書を編集し、葉書の宛名印刷及び葉書の文面を印刷したり、文書を印刷したりす
るワードプロセッサ（以下、ワープロという）機能を有している。
【００１９】
　また、この画像表示印刷装置１は、デジタルカメラで撮影した写真画像（以下、デジタ
ル写真画像という）を取り込んで、そのまま印刷したり、また、デジタル写真画像をスケ
ッチ風の絵画調画像に変換して、その絵画調画像を印刷する印刷機能を有している。
【００２０】
　図１に示すように、この画像表示印刷装置１は、箱型の装置本体２を備え、装置本体２
の前面の手前側には、ワープロとして使用する場合に文書データを入力したり編集するた
めに必要な各種のキーや、編集した文書データを印刷するために必要なキーや、読み込ん
だデジタル写真画像を手書き風に加工する指示を入力するキー等を備えたキーボード３が
設けられている。
【００２１】
　このキーボード３は装置本体２の本体側部４の下部に着脱可能に取り付けられており、
上述したようなキー入力を行なう場合には、装置本体２の本体側部４から取り外し、キー
が配置された上面を上向きにして装置本体２の前部に略水平状態に配置する。
【００２２】
　キーボード３は、基台５とこの基台５上に多数配置されたデータ入力キー６を備えてい
る。そして、キーボード３は、本体側部４から取り外しても、キーボード３と装置本体２
とは、コード７によって通信上の接続は保たれている。このキーボード３を使用しない場
合には、これを垂直向きに起し、装置本体２の本体側部４に当接させて収納する。
【００２３】
　また、装置本体２の前面下部には、装置本体２内の印刷機構によって印刷された用紙Ｐ
を装置本体２外に排出させる排紙口８が設けられている。また、本体側部４には、図では
本体側部４は紙面奥行き方向の向こう側面になるため見えないが、複数種類のメモリカー
ドの挿入が可能なカードスロットや複数のＵＳＢコネクタが設けられている。
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【００２４】
　そのカードスロットにメモリカードが挿入されると、メモリカードの端子がカードスロ
ット内のコネクタ端子に接続してメモリカードに記録されている画像データの読取りが可
能となるように構成されている。また、ＵＳＢコネクタにＵＳＢフラッシュメモリが挿入
された場合には、ＵＳＢフラッシュメモリに記録されている画像データが読み取られる。
【００２５】
　装置本体２の上面部には表示パネル収納部９が設けられている。この表示パネル収納部
９は、装置本体２が使用されていないときは、表示パネル１１をパネル面１２を下向きに
して収納するように構成されている。
【００２６】
　図１は、装置本体２の使用時の状態を示しており、表示パネル１１は、ヒンジ１３を回
動軸にして装置本体２の上方手前に垂直に引き起こされ、さらに手前下方に１８０度引き
倒され、図１に示すように、パネル面１２を本体装置２の前方に向けて位置固定される。
【００２７】
　表示パネル１１のパネル面１２は液晶表示面からなり、この液晶表示面には、キーボー
ド３から入力されたデータや各種の設定に必要なメニュー画面、またメモリカードやＵＳ
Ｂフラッシュメモリから取り込んだデジタルカメラの写真画像、さらにはこの印刷装置で
必要とする各種のデータが表示されるようになっている。
【００２８】
　また、この画像表示印刷装置１の装置本体２の上部には、装置本体２の後方側と装置本
体２の上面上方との間で回動可能な取っ手１４が設けられている。この取っ手１４を用い
て画像表示印刷装置１を持ち運びすることが可能になっている。
【００２９】
　装置本体２の背面部には、図では陰になって見えないが、給紙トレイが設けられている
。この給紙トレイの上部には開口部が設けられ、その開口部から給紙トレイの内側に印刷
用の用紙Ｐを複数枚重ねて収容することができるようになっている。
【００３０】
　この給紙トレイの内部には、重ねて収容された用紙Ｐを１枚ずつ装置本体２内に送り出
すピックアップローラが設けられ、このピックアップローラは印刷開始時に図示しない駆
動モータにより回転駆動される。
【００３１】
　装置本体２の内部には、ピックアップローラで送り出された用紙Ｐを搬送案内する用紙
搬送路が設けられている。用紙搬送路の前後には、用紙搬送路に沿って装置本体２内部の
背面側から前面側に向けて用紙Ｐを挟んで搬送する給紙ローラ対と排紙ローラ対が配設さ
れている。その用紙搬送路の途中にインクジェット方式の印刷機構が設けられている。
【００３２】
　図２は、上記の画像表示印刷装置１の制御装置を含む回路ブロック図である。図２に示
すように回路ブロックは、ＣＰＵ（central processing unit)１５を中心にして、このＣ
ＰＵ１５に、それぞれデータバスを介してＲＯＭ（read only memory）１６、ＲＡＭ(Ran
dom Access Memory)１７が接続されている。
【００３３】
　上記のＲＯＭ１６には、システムプログラムが記憶されている。ＣＰＵ１５は、このシ
ステムプログラムに従って、ＣＰＵ１５に接続されている他の回路ブロックを介し、画像
表示印刷装置１の各部を制御する。
【００３４】
　他の回路ブロックとしては、画像変換処理部１８、キーボード３、ネットワーク（外部
）データ入出力部１９、表示部２１、プリンタコントローラ２２、用紙種類検出センサ２
３、読取制御部２４等がＣＰＵ１５に接続されている。
【００３５】
　画像変換処理部１８は、表示パネル１１のパネル面１２に表示中又はＲＡＭ１７等に記
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憶する写真画像データ（元画像）をスケッチ風絵画調画像データに変換する機能を備えて
いる。
【００３６】
　ネットワーク（外部）データ入出力部１９は、画像データとその画像データに関る印刷
コマンドを、不図示の無線ＬＡＮルータを介して他の無線送受信装置付きの機器、例えば
電子写真プリンタ等の外付け無線ＬＡＮ通信装置との間で入出力する。
【００３７】
　表示部２１には表示パネル１１が接続されている。表示部２１は表示パネル１１のパネ
ル面に表示される画像の表示出力を制御する。プリンタコントローラ２２には印刷機構２
５が接続されている。
【００３８】
　プリンタコントローラ２２は、印刷すべき画像データに従って印刷機構２５における給
紙トレイから用紙Ｐの搬入、その用紙Ｐへの印刷、印刷した用紙Ｐの搬出を制御する。
【００３９】
　読取制御部２４には、図１では陰になって見えなかった複数種類のメモリカード装着部
（カードスロット）２６とＵＳＢコネクタ２７が接続されている。読取制御部２４は、カ
ードスロット２６に装着されたメモリカード、又はＵＳＢコネクタ２７に装着されたＵＳ
Ｂフラッシュメモリの画像データを読み出してＣＰＵ１５に送信する。
【００４０】
　図３(a),(b)は、変換手段としての画像変換処理部１８において、デジタル写真画像デ
ータをスケッチ風の絵画調画像データに変換する場合に、２通りの変換処理方法が使用さ
れる例を示す図である。
【００４１】
　図３(a)は、象の頭と前足の部分を撮影したデジタル写真画像をスケッチ風の絵画調画
像として、３本の矢印ａで示すように、斜め左下がりに鉛筆を走らせた痕跡を表現するよ
うに画像変換処理した通常調の変換を行った場合の変換後の画像を示している。
【００４２】
　そして、図３(b)は、同じく象の頭と前足の部分を撮影したデジタル写真画像をスケッ
チ風の絵画調画像として、３本の矢印ｂで示すように、斜め右下がりに鉛筆を走らせた痕
跡を表現するように画像変換処理した逆調の変換を行った場合の変換後の画像を示してい
る。
【００４３】
　本来、スケッチ画では、鉛筆を走らせた痕跡は、図３(a)のように斜め左下がりになる
のが一般的である。すなわち、通常、人は右利きが多く、鉛筆を持つ手が右になり、鉛筆
を走らせた痕跡が斜め左下がりになる。したがって、デジタル写真画像をスケッチ風の絵
画調画像に変換するときは、図３(a)の通常調の変換処理方法のみを用いればよい。それ
にも拘わらず、本例において、図３(b)に示す逆調の変換処理方法も用いるようにした理
由を以下に説明する。
【００４４】
　図４(a)は像の全身を撮影したデジタル写真画像であり、同図(b)は、デジタル写真画像
を変換処理したスケッチ風絵画調画像を示す図である。ここで表現されている鉛筆を走ら
せた痕跡は、一般的な斜め左下がりとなっている。
【００４５】
　図５(a)は、図４(a)の像の全身像を、頭と前足を残すようにトリミングした状態を示す
図である。このようにトリミングした結果が縦長の画像になった場合、トリミング後の頭
と前足の部分だけとなった象の画像をスケッチ風の絵画調画像に変換する前に、図５(b)
に示すように右９０°に回転、又は図５(c)に示すように左９０°に回転して横長画像と
してから、拡大し、表示画面に全面表示する。
【００４６】
　これは、スケッチ風の絵画調画像に変換した後、印刷出力する場合に、図５(a)のトリ
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ミングしたままの状態で、スケッチ風絵画調画像に変換して印刷出力すると、図５(a)の
大きさのものが拡大されて印刷出力される。すなわち、鉛筆を走らせた痕跡が拡大されて
、大きく荒れた状態になるので、乱暴な筆運びのスケッチ画となる。
【００４７】
　そのような不具合を避けるため、スケッチ風絵画調画像に変換する前に、拡大のため元
画素の間に挿入する画素に補完処理を施しながら拡大して、拡大前と同様な肌理の細かい
画像としてから、この画像にスケッチ風絵画調画像の変換処理をして印刷出力する。そう
すると、鉛筆を走らせた痕跡が自然な粗さのスケッチ風絵画調の画像となる。
【００４８】
　図６(a)は、図５(c)の拡大画像に、斜め左下がりの通常調の変換処理を施した状態の画
像を示す図であり、図６(b)は、その変換処理後の画像を、その上下を天地に合わせて印
刷出力した状態を示す図である。図６(b)に見るように、鉛筆を走らせた痕跡が右下がり
の逆調となっている。
【００４９】
　この図６(b)のように、筆運びが右下がりの逆調となっている画像と、図４(b)に示した
筆運びが左下がりの通常調となっている画像とが、画像表示印刷装置１のメモリ内に混在
していると、これらを印刷出力してアルバム等に貼り付けて一覧表示したとき、あるいは
画像表示印刷装置１の表示パネル１１のパネル面１２にスクロール表示又はサムネイル表
示したとき、目にするスケッチ風絵画調画像の筆運びが左下りであったり右下がりであっ
たりと、まちまちでは、見苦しく、不自然である。
【００５０】
　そこで、スケッチ風絵画調画像に変換した画像を、その上下を天地に合わせて表示又は
印刷出力したときに、全ての画像が通常調の斜め左下がりの筆運びとなっていれば、調和
の取れた画像データベースが出来上がる。
【００５１】
　図４(a)のように表示画面に全面表示された画像の上下が天地に合っている場合は、斜
め左下がりの通常調の変換処理で図４(b)に示すように何ら問題はない。問題は、トリミ
ングして小さくなった齣を拡大した場合に生じる。
【００５２】
　それも、特には図示しないが、画像を十字の線引きで分けて全画面の１／４にトリミン
グした場合は、トリミングして小さくなった齣は横長画像であるので、この横長画像をそ
のまま表示画面に全面表示するよう拡大しても、画像の上下が天地に合っているので、左
下がりの通常調の変換処理で、通常調のスケッチ風絵画調画像に変換できるので問題はな
い。
【００５３】
　図５(a)のようにトリミングして小さくなった齣が縦長画像のときに、図６(b)に示した
ような問題が生じる。そこで、本例では、図３(b)に示したように、斜め右下がりに鉛筆
を走らせた痕跡を表現する逆調の変換処理を用意しておく。
【００５４】
　そして、トリミングして齣が小さくなった縦長画像を、図５(b)又は図５(c)に示すよう
に左右いずれかに９０°回転し、画素補完を施して拡大表示したときには、その拡大画像
に対して筆運びが逆調の変換処理を施す。
【００５５】
　図７(a)は、図５(b)のように右に９０°回転して全面表示に拡大した画像に、筆運びが
逆調の変換処理を施した図であり、図７(b)はその変換処理した画像を、上下を天地に合
わせて印刷出力した図である。このように、右に９０°回転した画像に逆調の変換処理を
施こすと、上下を天地に合わせて印刷出力したとき筆運びが通常調のスケッチ画像に見え
るようになる。
【００５６】
　また、図８(a)は、図５(c)のように左に９０°回転して全面表示に拡大した画像に、筆
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運びが逆調の変換処理を施した図であり、図８(b)はその変換処理した画像を、上下を天
地に合わせて印刷出力した図である。このように、左に９０°回転した画像の場合も、逆
調の変換処理を施こすと、上下を天地に合わせて印刷出力したとき筆運びが通常調のスケ
ッチ画像に見えるようになる。
【００５７】
　本例の画像表示印刷装置１が、図３(a)の通常調の変換処理機能と、図３(b)に示す逆調
の変換処理機能の２通りの変換処理機能を備えている理由は、上述した通りである。
【００５８】
　図９は、上記のように２通りの変換処理機能を備えた画像表示印刷装置１の制御装置の
ＣＰＵ１５によるデジタル写真画像をスケッチ風絵画調画像に変換する処理の動作を説明
するフローチャートである。
【００５９】
　図９において、処理が開始されると、ＣＰＵ１５は、先ず画像データを読み込む（ステ
ップＳ１）。この処理では、カードスロットにメモリカードが挿入されていればメモリカ
ードから画像データを読み込む。又はＵＳＢコネクタにＵＳＢフラッシュメモリが挿入さ
れていた場合にはＵＳＢフラッシュメモリから画像データを読み込む。
【００６０】
　続いて、ＣＰＵ１５は、表示パネル１１のパネル面１２に、「画像の上下方向は画面の
上下方向に合っていますか？」を表示して（ステップＳ２）、ユーザから「ハイ」ボタン
又は「いいえ」ボタンが押されたか、ユーザからの入力を待つ（ステップＳ３）。
【００６１】
　そして、「いいえ」ボタンが押されていれば、表示中の画像の上下を画面の上下に合わ
せる（ステップＳ４）。この処理では、例えばペイント（画像処理アプリケーション）の
「変形」ボタンのように、ユーザに処理を任せるようにしてもよく、又は、画像の上下を
自動認識して、処理するようにしてもよい。
【００６２】
　次に、ＣＰＵ１５は、「トリミングしますか？」と表示して（ステップＳ５）、ユーザ
から「ハイ」ボタン又は「いいえ」ボタンが押されたか、ユーザからの入力を待つ（ステ
ップＳ６）。
【００６３】
　尚、上記ステップＳ３の判別で、「はい」ボタンが押されているときは、ＣＰＵ１５は
直ちにステップＳ５及びＳ６の処理に進む。そして、ステップＳ６で、「はい」ボタンが
押されていれば、トリミング処理を開始する（ステップＳ７）。
【００６４】
　このトリミング処理は、例えば図５(a)に示したようなトリミングの処理であり、一般
的にはトリミング処理のアプリケーションを用いて行うことができる。そしてトリミング
が終了したら、ＣＰＵ１５は、トリミング後の画像を直ちに拡大するか否か判別する（ス
テップＳ８）。
【００６５】
　この処理は、トリミング後の画像が図５(a)のように縦長画像でなく、例えば画像を十
字の線引きで分けて全画面の１／４にトリミングした場合は、トリミングして小さくなっ
た齣は横長画像であり、更に画像の上下が天地に合っているので（Ｓ８の判別がＹｅｓ）
、そのままトリミング部分を表示パネル１１のパネル面１２の大きさに拡大表示する（ス
テップＳ９）。
【００６６】
　続いて、ＣＰＵ１５は、パネル面１２の全面に拡大表示した画像に対して、左下がりの
筆運び、つまり通常調のスケッチ絵画調の画像変換処理を行う（ステップＳ１０）。そし
て、そのスケッチ絵画調に変換した画像データをメモリに保存する（ステップＳ１１）。
【００６７】
　尚、ステップＳ６の判別で、「いいえ」ボタンが押されているときは、ＣＰＵ１５は直
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ちにステップＳ１０及びＳ１１の処理に進む。
【００６８】
　また、ステップＳ８の判別で、トリミング後の画像が図５(a)のように縦長画像の場合
は、そのまま拡大したのでは、画像の上下が画面からはみ出してしまうので（Ｓ８の判別
がＮｏ）、ＣＰＵ１５は、「９０°回転してください」の文字を画像上にオーバーラップ
表示して、ユーザが左右いずれかに画像を９０°回転させるまで待機する（ステップＳ１
３、判別がＮｏ）。
【００６９】
　そして、ＣＰＵ１５は、画像が９０°回転したことを判別すると（Ｓ１３の判別がＹｅ
ｓ）、その回転した画像を表示パネル１１のパネル面１２の大きさに拡大表示する（ステ
ップＳ１４）。尚、上記の回転は。９０°でさえあれば、左右いずれの方向への回転であ
ってもよい。
【００７０】
　続いて、ＣＰＵ１５は、拡大表示した画像に対して、図７(a)又は図８(a)に示したよう
に、右下がりの筆運び、つまり逆調のスケッチ絵画調の画像変換処理を行う（ステップＳ
１５）。そして、ステップＳ１１に進み、いまスケッチ絵画調に変換した画像データをメ
モリに保存する。
【００７１】
　尚、上記のステップＳ１～Ｓ１５の処理は、読み込んだ画像データに対し、ユーザが所
望する数の画像データに対して行われる。
【００７２】
　スケッチ絵画調の変換と、変換した画像のメモリへの保存が全て終了すると、ＣＰＵ１
５は、ＣＰＵ１５、表示パネル１１のパネル面１２に「表示しますか？」と表示して（ス
テップＳ１６）、ユーザから「ハイ」ボタン又は「いいえ」ボタンが押されたか、ユーザ
からの入力を待つ（ステップＳ１７）。
【００７３】
　このステップＳ１７の判別で、「はい」ボタンが押されたときは、ＣＰＵ１５は、ステ
ップＳ１１でメモリに保存した画像を、画像の上下をパネル面１２の天地に合わせて、ス
クロール表示又はサムネイル画像として一覧表示する（ステップＳ１８）。
【００７４】
　尚、スクロール表示であるか、サムネイル画像の一覧表示であるかは、ユーザからの画
面上のツールボタンの操作によって決定される。
【００７５】
　上記に続いて、ＣＰＵ１５は、ユーザから表示終了の指示入力があるか否か判別する（
ステップＳ１９）。そして、表示終了の指示入力がなければ（Ｓ１９の判別がＮｏ）、ス
テップＳ１８に戻って、スクロール表示、又はサムネイル画像の一覧表示を続ける。
【００７６】
　他方、ステップＳ１９の判別で、表示終了の指示入力があったときは（Ｓ１９の判別が
Ｙｅｓ）、続いて、ＣＰＵ１５は、表示パネル１１のパネル面１２に「印刷しますか？」
と表示して（ステップＳ２０）、ユーザから「ハイ」ボタン又は「いいえ」ボタンが押さ
れたか、ユーザからの入力を待つ（ステップＳ２１）。
【００７７】
　尚、上記ステップＳ１７の判別で、「いいえ」ボタンが押されているときは、ＣＰＵ１
５は、直ちに上記ステップＳ２０及びＳ２１の処理に進む。そして、ステップＳ２１の判
別で、「はい」ボタンが押されていれば、指定された画像の印刷を実行して（ステップＳ
２２）、処理を終了する。また、ステップＳ２１の判別で、「いいえ」ボタンが押されて
いれば、直ちに処理を終了する。
【００７８】
　このように。本例の画像表示印刷装置１によれば、図３(a)の通常調のスケッチ風絵画
調の変換処理機能と、図３(b)に示す逆調のスケッチ風絵画調の変換処理機能の２通りの
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変換処理機能を備えている。
【００７９】
　したがって、読み込んだデジタル写真画像データを、そのままは勿論、どのようにトリ
ミングした画像でも、スケッチ風絵画調画像に変換し、画像の上下を天地に合わせて見た
ときには、図４(b)、図７(b)又は図８(b)に示すように全て通常調のスケッチ風絵画調画
像となっているので、見た目に調和のとれたスケッチ風絵画調画像のデータベースを作成
することができる。
【００８０】
　尚、図３(a),(b)ないし図８(a),(b)では、いずれも白黒調のスケッチ風絵画調画像への
変換として説明しているが、本例の画像表示印刷装置１はフルカラーのインクジェット方
式の印字機構を内蔵している。
【００８１】
　したがって、読み込んだデジタル写真画像がフルカラーであれば、色鉛筆を用いて描い
たスケッチ風絵画調画像のように、斜め左下がりの色鉛筆の筆致で描いたようなスケッチ
風絵画調画像に変換することができる。
【００８２】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、本発明は特許請求の範囲に記載された発明
とその均等の範囲に含まれる。以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発
明を付記する。
［付記１］
【００８３】
　デジタル写真画像データを読み込む読込手段と、
　該読込手段が読み込んだ前記デジタル写真画像データのデジタル写真画像をその上下方
向が表示画面の上下方向と一致するように前記表示画面に表示する一致表示手段と、
　該一致表示手段により前記表示画面に表示された前記デジタル写真画像をトリミングす
るトリミング手段と、
　該トリミング手段によりトリミングされた画像が横長画像であるとき該横長画像を前記
表示画面に全面表示する無変化全面表示手段と、
　前記トリミング手段によりトリミングされた画像が縦長画像であるとき左右いずれかに
９０°回転させてから前記表示画面に全面表示する回転全面表示手段と、
　前記表示画面に表示された前記デジタル写真画像を絵画調画像に変換処理する変換手段
と、
　を有し、
　前記変換手段は、前記デジタル写真画像データをスケッチ風の絵画調画像データに変換
する場合に、
　斜め左下がりに鉛筆を走らせた痕跡を表現する通常調変換手段と、
　斜め右下がりに鉛筆を走らせた痕跡を表現する逆調変換手段と、
　を有し、
　前記デジタル写真画像が前記一致表示手段、又は前記無変化全面表示手段により前記表
示画面に表示されているとき前記通常調変換手段による変換を行い、
　前記デジタル写真画像が前記回転全面表示手段により前記表示画面に表示されていると
き前記逆調変換手段による変換を行う、
　ことを特徴とする画像変換処理装置。
［付記２］
【００８４】
　前記痕跡は、色鉛筆を走らせた痕跡である、ことを特徴とする請求項１記載の画像変換
処理装置。
【産業上の利用可能性】
【００８５】
　本発明は、デジタル写真画像をスケッチ風の絵画調画像に変換して自然な感じで画面表
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示し又は印刷出力する画像表示印刷装置に利用することができる。
【符号の説明】
【００８６】
　　１　画像表示印刷装置
　　２　装置本体
　　３　キーボード
　　４　本体側部
　　５　基台
　　６　データ入力キー
　　７　コード
　　８　排紙口
　　９　表示パネル収納部
　　Ｐ　用紙
　１１　表示パネル
　１２　パネル面
　１３　ヒンジ
　１４　取っ手
　１５　ＣＰＵ（central processing unit)
　１６　ＲＯＭ（read only memory）
　１７　ＲＡＭ(Random Access Memory)
　１８　画像変換処理部
　１９　ネットワーク（外部）データ入出力部
　２１　表示部
　２２　プリンタコントローラ
　２３　用紙種類検出センサ
　２４　読取制御部
　２５　印刷機構
　２６　メモリカード装着部（カードスロット）
　２７　ＵＳＢコネクタ
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